
平成23年9月16日

１．施設の概要

業務内容

・施設の利用の許可に関すること
・施設及び設備の維持管理に関すること
・青少年の活動が安全かつ円滑に行われるための支援に関すること
・主催事業を計画し、実施すること

＜平成22年度主催事業＞
　親子ハーブの寄せ植え教室
　親子サイエンス教室
　親子陶芸教室
　親子工作教室
　親子消しゴムはんこ教室
　親子キャンドル教室
　親子フラワーアレージメント教室
　大人のための初心者パソコン教室
　パソコンで遊ぼう

研修及び会議を計画する各種機関・団体・学校・グループ・サークル・企業
等に施設を提供している。
利用開始日：昭和63年６月１日
施設面積：1230.39㎡
建築物：鉄筋コンクリート２階建
施設概要：

公の施設の指定管理者における業務状況評価公の施設の指定管理者における業務状況評価公の施設の指定管理者における業務状況評価公の施設の指定管理者における業務状況評価

指定管理者名 （財）高知県青年会館

指定期間 平成21年4月1日～24年3月31日

施設所在地 吾川郡いの町天王北１－１４

施設名 高知青少年の家 所管課室 生涯学習課

２．収支の状況

H21年度（決算） H22年度（決算） H23年度（予算）

県支出金 18,973,684 19,006,747 19,007,000

事業費収入 72,000 79,400 63,000

その他（駐車場収入） 18,000 12,000 12,000

収入計　(a) 19,063,684 19,098,147 19,082,000

事業費 458,162 454,791 480,000

管理運営費 7,847,864 8,122,137 7,766,000

人件費 9,849,832 9,611,742 9,950,000

消費税 907,826 909,477 886,000

支出計　(b) 19,063,684 19,098,147 19,082,000

0 0 0

717,880 565,550 711,000

収
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使用料収入

施設内容

施設概要：
　大集会室200名×１
　研修室45名×3
　会議室20名×１
　和室20名×1
　和室15名×1
　視聴覚室50名×1
　談話室（ホール）

職員体制
職員：所長１名　事務長１名　指導員２名　事務員１名　合計：５名
※所長・次長は青少年体育館と兼務



３．利用実績

４．業務の評価
項目 状況説明

①利用拡大のための取り組み

利用拡大のために、以下の点で工夫が見られた。
○地元の小学校児童の放課後の居場所づくりとしての「パソコン教室」
や、初めてパソコンにさわる一般の方対象の「初心者パソコン教室」を実
施している。特に、「パソコン教室」は児童の放課後の居場所づくりとして
人気があり、低学年の子どもたちの申し込みが多くあった。
○子どもと親が体験的な学習をする中で親子のコミュニケーションづくりが
行える親子体験教室を７教室開催した。特に、「親子陶芸教室」は好評で
２日間実施した。昨年度に引き続き開催した「親子工作教室」などの他、
「親子キャンドル教室」など４教室を新しい内容として実施したが、何れの
催しも「参加してよかった」と喜んでいただけた。
○利用団体の代表者に対して、暑中見舞いと年賀状を兼ね年間２回施設
利用のお礼と今後の利用についてのPRを兼ねたはがきを送付した。受け
取った方からお礼のあいさつがあるなど、利用促進のためのフォローアッ
プに一定つながっている。
○土佐市内４校、いの町内４校に学校訪問を行い、主催事業の案内チラ
シを持参して主催事業や施設の利用等に協力依頼を行うとともに、伊野
南小中学校の運動会や卒業式、天王地区の敬老会や納涼祭に参加し連
携に努めた。

②利用者へのサービス向上の
ための改善策

利用者へのサービス向上のために、以下の点で工夫が見られた。
○主催事業の全参加者や施設利用団体の代表者に声がけしたりアン
ケートをお願いして、施設利用者のニーズ等の把握に努めている。
○身体の不自由な方のための車いす通路の整備を行うとともに、「こうち
あったかパーキング制度」による駐車場整備を行った。
○利用者に必要に応じて事前に施設を見学していただく共に、施設の備
品等について打ち合わせを行い、できる範囲で要望にこたえる努力をして
いる。
○車での利用者が多い場合には、混雑を解消するためにできる範囲で交
通整理や案内を行った。
○施設利用者への挨拶や丁寧な対応に心掛けて、日々の業務を行って
いる。

③施設の運営について

施設の運営について、以下の点で工夫が見られた。
○ローテーション職場であるため、引き継ぎ事項などに抜かりがないよう
に、職員間で声をかけ合い、お互いの業務にこだわらず、助け合いながら
連携して日々の業務にあたっている。
○業務へのやりがいと指導力向上を図るために、指導員が講師となって
主催事業を行っている。
○気持ちよく利用していただくために、毎日、トイレの清掃や使用後の研
修室の机いすの掃除と整頓、照明灯切れの点検、取替えを行っている。
○施設敷地内の雑草の草刈等を職員が行い、経費の節減に努めている。
○季節ごとにプランターや敷地内に花を植え環境美化に努めている。
○「親子サイエンス教室」に高知工業専門学校の学生とからくり半蔵研究
会の方々にボランティアとして参加していただき、ロボットやからくり半蔵の
動きを見せていただいた。

携に努めた。
○高知新聞の「伝言板」を利用し、主催事業の親子教室と一般向けの「初
心者パソコン教室」の募集を行い、ＰＲに努めた。



⑤収支の状況

○平成21年度と比較して、使用料収入は152千円の減収となった。
○管理代行料は、予算額をほぼ全額執行した。（県に21,253円返還）
　　平成２２年度予算額　19,028,000円

○親子のふれあいをテーマとした体験学習を通じた主催事業を実施し、
ターゲットを絞った活動が展開されている。
○利用率アップのために利用団体代表者に対し、お礼とPRを兼ねたハガ
キを年２回送付しており、相手方から返事をいただくなど今後の利用促進
につなげている。
○課題となっている職員の資質・指導力向上のための研修は平成22年度
も実施できていないが、日常業務や主催事業において、それぞれの職員
が役割にとらわれることなく連携して取組んでいる。
○今後、更なる向上を目指して、以下の取り組みを強化してもらいたい。
　①平成22年度の利用者は、前年度に比べ14.9%減の16千人余りとなって
おり、平成14年度以来最少となっている。利用者の大幅減の原因分析を
十分に行い、その対策を講じるとともに月毎の利用団体及び利用者拡大
の目標を立てて取り組むこと。
　②青少年体育館が隣接しているという特色を活かして、両施設を一体的
に利活用するための施設運営に努めること。
　③青少年の健全育成及び県民の社会教育活動への貢献などを通じて、
青少年から高齢者までの幅広い年代の生涯学習に寄与すること
　④職員の資質向上を図るための計画的な研修を進めること。
　⑤空き室（視聴覚室など）を利用した新たな主催事業の検討を行うこと。
　⑥利用者の立場にたったホームページのリニューアルと青少年体育館と
の連携など施設の特色を活かした情報発信を行うこと。

④利用実績

○平成21年度と比較して企業等の研修利用が少なかったため、利用団体
は130団体の減少（▲13％）、利用者は2,860人の減少（▲15％）となった。

総合評価総合評価総合評価総合評価

Ｂ

【評価の目安】　　Ａ：仕様書の内容や目標を上回る成果があり、優れた管理運営が行われたもの
　　　　　　　　　　　Ｂ：おおむね仕様書の内容どおりの成果があり、適正な管理が行われたもの
　　　　　　　　　　　Ｃ：仕様書の内容や目標を下回る項目があり、さらなる工夫・努力が必要なもの
　　　　　　　　　　　Ｄ：管理運営が適切に行われたとは認められず、大いに改善を要するもの


